
                           

シ
ル
バ
ー
新
年
度
事
業
の
始
ま
り 
 

令
和
４
年
度
が
始
ま
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
は
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
と
い
う
変
異
株
に
よ
る
感
染

が
未
だ
収
ま
ら
ず
予
断
の
許
さ
な
い
状
況
が
続
い

て
い
る
。
会
員
の
拡
大
・
就
業
機
会
の
拡
大
を
目

指
し
、
ま
い
進
し
て
き
た
各
セ
ン
タ
ー
に
と
っ
て

は
大
き
な
痛
手
と
な
り
、
諸
事
業
の
計
画
変
更
等

が
余
儀
な
く
さ
れ
る
な
ど
、
多
大
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
。 

 

一
方
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
が
進
行
す
る

我
が
国
は
平
成
20
年
に
人
口
が
ピ
ー
ク
に
達
し

た
が
、
そ
の
後
は
減
少
局
面
に
転
じ
令
和
３
年
９

月
15
日
現
在
、
我
が
国
の
人
口
は
１
億
２
千
５
百

２
２
万
人
で
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
は
３
千

６
百
４
０
万
人
、
高
齢
化
率
２
９
．
１
％
に
達
し

て
い
る
。
こ
の
割
合
は
今
後
も
上
昇
を
続
け
、
第

２
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
期
に
生
ま
れ
た
世
代
が
65

歳
以
上
と
な
る
２
０
４
０
年
に
は
、
３
５
．
３
％

に
な
る
と
見
込
ま
れ
る
。 

厚
生
労
働
省
は
、
高
齢
者
の
活
躍
を
促
進
す
る

た
め
の
支
援
の
一
つ
と
し
て
、
各
セ
ン
タ
ー
の
人

手
不
足
分
野
等
で
の
就
業
機
会
の
開
拓
・
マ
ッ
チ

ン
グ
機
能
や
地
域
ご
と
の
実
績
を
踏
ま
え
た
積
極

的
な
取
り
組
み
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
シ
ル
バ

ー
事
業
の
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
こ
う
し
た
諸
情

勢
を
前
提
と
し
た
上
で
の
、
今
後
の
施
策
が
必
要

で
あ
る
と
し
て
い
る
。 

ま
た
、
会
員
の
拡
大
に
当
た
っ
て
は
、
高
齢
者

人
口
の
男
女
割
合
か
ら
み
て
拡
大
の
余
地
が
大
き

い
女
性
会
員
の
確
保
に
重
点
的
に
取
り
組
み
、
女

性
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
で
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
き
た
い
。
更
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
急

速
に
進
行
す
る
デ
ジ
タ
ル
社
会
へ
の
変
革
に
取
り

残
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
始
め
各

種
情
報
の
収
集
及
び
発
信
を
し
て
い
き
た
い
。 

 

次
に
、
シ
ル
バ
ー
事
業
の
要
で
あ
る
安
全
就
業

に
つ
い
て
は
、
事
故
発
生
件
数
が
決
し
て
減
少
に

あ
る
と
は
言
え
ず
、
県
内
、
他
市
の
シ
ル
バ
ー
で

は
重
篤
事
故
も
発
生
し
て
い
る
現
状
も
踏
ま
え
、

傷
害
事
故
の
撲
滅
及
び
健
康
の
確
保
を
図
る
こ
と

が
肝
要
と
考
え
て
い
る
。 

事
故
は
「
他
人
ご
と
」
で
は
な
く
、「
自
ら
の
こ

と
」
と
し
て
認
識
す
る
た
め
安
全
意
識
の
徹
底
と

確
実
に
機
能
し
て
い
る
か
定
期
的
な
点
検
を
行
い

た
い
。 

令
和
４
年
度
も
、
特
に
事
故
件
数
の
多
い
剪
定

作
業
及
び
草
刈
り
作
業
に
お
け
る
安
全
就
業
を
重

点
に
、
原
点
で
あ
る
発
注
者
と
の
打
ち
合
わ
せ
か

ら
見
直
し
、
安
全
就
業
委
員
及
び
事
務
局
の
パ
ト

ロ
ー
ル
の
頻
度
を
増
し
、事
故
防
止
に
努
め
た
い
。 

 

セ
ン
タ
ー
が
高
齢
者
の
受
け
皿
と
し
て
の
機
能

を
十
分
に
果
た
し
『
社
会
の
支
え
手
』
と
し
て
実

践
で
き
ま
す
よ
う
会
員
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。 
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（１）シルバーいちのみや 令和 4年（2022年）5月 5日 第 325号 

 

事
故
防
止 

急
ぐ
な 

あ
せ
る
な 

気
を
抜
く
な 

 

全
国
シ
ル
バ
ー
の
ス
ロ
ー
ガ
ン 

安 

心
・
安 

全
・
親 

切
・
丁 

寧 
 
 
 
 
 

一
宮
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
基
本
目
標 

 



 

                                                                    

（２）シルバーいちのみや 令和 4年（2022年）5月 5日 第 325号 

  就業報告書（５月分）の提出は６月３日 ㈮ までにお願いします。 

 

傷害保険の種類と保険金 

保険金の 

種類 
令和４年度 

死亡・後遺

障害保険金 
600 万円 

入院保険金

（1 日） 
4,000 円 

通院保険金

（1 回） 
2,000 円 

 

各
種
教
室
参
加
者
募
集
の
ご
案
内 

本
町
ふ
れ
あ
い
広
場
で
は
左
記
の
教
室
を
開
講

し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
各
種
教
室
で
楽
し
く
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。 

お
問
い
合
わ
せ
は
本
部
71-

0

1

0

5 
 

本
町
ふ
れ
あ
い
広
場
各
種
教
室 

・
絵 

画
（
毎
週
火
曜
日
午
後 

月
４
回
） 

・
絵
手
紙
（
第
２
・
第
４
水
曜
日
午
前 

月
２
回
） 

・
書 

道
（
毎
週
水
曜
日
午
後 

月
４
回
） 

・
囲 

碁
（
毎
週
木
曜
日
午
前 

月
４
回
） 

・
パ
ソ
コ
ン
（
毎
週
金
曜
日
午
後 

月
４
回
） 

＊ 

貸
出
用
の
パ
ソ
コ
ン
あ
り
ま
す
。 

          

 

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
危
惧
し
休

講
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

令
和
４
年
度
シ
ル
バ
ー
保
険
の
お
知
ら
せ 

 
（
傷
害
保
険
・
賠
償
責
任
保
険
） 

☆
保
険
期
間 

令
和
４
年
５
月
１
日
㈰ 

 
 
 

～
令
和
５
年
５
月
１
日
㈪ 

☆
年
間
傷
害
保
険
料 

1
，
４
７
0
円
（
１
人
） 

 
 

保
険
料
は
、
令
和
３
年
度
と
同
額
で
す
。
今
後

も
、
補
償
内
容
を
極
力
変
更
す
る
こ
と
な
く
、
会

員
の
負
担
が
低
額
と
な
る
よ
う
毎
年
保
険
会
社

（
代
理
店
）
と
交
渉
し
ま
す
。 

保
険
料
及
び
補
償
内
容
が
変
動
と
な
っ
た
場

合
は
、
会
報
紙
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。 

※
保
険
適
用
と
な
る
事
故
が
多
発
し
ま
す
と
、
次
年

度
の
保
険
料
が
、
高
額
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

 
 
 

☆
保
険
金
額 

【
傷
害
保
険
】 

         

※
入
院
・
通
院
の
給
付
日
数
に
は
限
度
が
あ
り
、
保

険
会
社
の
査
定
に
よ
り
ま
す
。 

【
賠
償
責
任
保
険
】 

 

対
人
・
対
物
共
通 

 
  

１
事
故
に
つ
き 

１
億
円 

※
そ
の
他
各
種
特
約
が
付
加
さ
れ
て
い
ま
す
。 

（
注
）
な
お
１
万
円
ま
で
は
、
会
員
に
よ
る
実
費
負

担
と
な
り
ま
す
。 

ま
た
、
す
べ
て
の
事
故
が
保
険
適
用
と
は
限
り

ま
せ
ん
。
保
険
対
応
出
来
な
い
事
故
に
つ
い
て
は

全
額
会
員
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。
事
故
を
起
こ

さ
な
い
よ
う
十
分
注
意
し
て
就
業
し
ま
し
ょ
う
。 

 

令
和
３
年
度
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
事
例
抜
粋 

◇
個
人
宅
の
剪
定
で
、
準
備
を
整
え
脚
立
に
登
り
、

枝
に
手
を
か
け
た
と
こ
ろ
、
突
然
枝
が
折
れ
転
落

し
そ
う
に
な
り
ヒ
ヤ
リ
。
枝
に
雪
が
積
も
り
、
そ

の
重
み
で
枝
が
折
れ
か
け
て
い
た
の
が
分
か
ら

な
か
っ
た
。 

◇
草
刈
り
作
業
で
、
近
く
で
草
刈
り
機
を
大
き
く
振

っ
て
刈
る
人
に
ヒ
ヤ
リ
。 

◇
一
人
住
ま
い
の
高
齢
者
の
方
宅
で
の
室
内
清
掃
と

ゴ
ミ
出
し
で
、
２
階
の
清
掃
を
終
え
て
１
階
へ
と

階
段
を
降
り
る
途
中
足
を
踏
み
外
し
転
落
し
そ

う
に
な
り
ヒ
ヤ
リ
。
手
す
り
に
し
が
み
つ
き
難
を

逃
れ
た
。 

  
 

こ
う
し
た
事
例
が 

 

皆
さ
ん
の
安
全
就
業 

 

に
、
役
に
立
つ
か
も 

知
れ
ま
せ
ん
。 

 
 

皆
で
用
心
し
ま
し 

ょ
う
。 

 

          



 

                                                                    

（３）シルバーいちのみや 令和 4年（2022年）5月 5日 第 325号 

ウェブサイトを開設しています。「一宮市シルバー」で検索してご覧ください。 
 

 

 
 
 

令
和
３
年
度
安
全
標
語 

 

最
優
秀
作
品 

 
 

（
宮 

西
） 

 

服 

部 
 

清 

男 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

安
全
は 

無
理
せ
ず 

無
茶
せ
ず 

油
断
せ
ず 

     

一
宮
市
多
加
木
二
丁
目
十
七
番
九
に
油
田
公
園
と

い
う
小
さ
な
公
園
が
あ
り
、
そ
の
一
角
に
油
田
遺
跡

の
石
碑
と
案
内
板
が
あ
り
ま
す
。
当
地
の
所
在
は
、

町
名
町
界
の
変
更
が
な
さ
れ
る
ま
で
は
、
大
和
町
妙

興
寺
字
油
田
十
三
番
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

真
清
田
神
社
の
桃
花
祭
に
、
妙
興
寺
よ
り
一
馬
を
引

く
由
縁
が
そ
こ
に
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

油
田
の
地
名
の
由
来
は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
土
地
の
年
貢
を
妙
興
寺
の
灯
明
用
油
に
し

て
い
た
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
地
は
昔
真

清
田
大
神
が
降
臨
し
た
場
所
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
お

り
、
こ
の
土
地
を
灯
明
料
所
と
し
て
真
清
田
神
社
に

寄
進
し
、
年
貢
の
一
部
が
納
入
さ
れ
た
こ
と
に
由
来

す
る
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
一
説
に
よ
れ
ば
、
仁
賢
天
皇
が
４
９
８
年
ご

崩
御
の
時
、
遺
言
に
よ
り
妙
興
寺
字
油
田
に
埋
棺
さ

れ
、
こ
の
御
陵
へ
皇
后
春
日
媛
が
毎
日
献
灯
し
た
た

め
、
後
に
御
料
地
を
油
田
と
呼
ん
だ
と
も
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
尚
、
公
園
の
中
に
塚
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
塚
は
古
墳
で
は
な
い
か
と
の
事
で
す
。 

 

こ
の
地
は
、
真
清
田
大
神
が
降
臨
し
た
と
伝
え
ら

れ
る
場
所
な
の
で
す
が
、「
真
清
田
大
神
が
降
臨
す
る
」

と
い
う
の
は
よ
く
理
解
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
も
真
清

田
神
社
ゆ
か
り
の
地
な
の
に
関
わ
り
の
あ
る
も
の
が

何
一
つ
無
い
の
も
不
思
議
で
す
。
こ
の
地
が
真
清
田

大
神
の
降
臨
の
地
と
い
う
云
わ
れ
が
真
清
田
神
社
に

は
伝
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。 

                         

４
月
１
日
付 

職
員
の
人
事
異
動
に
つ
い
て 

 

事
務
局
職
員
に
異
動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
ご
連

絡
し
ま
す
。 

 

退
職
職
員
に
つ
き
ま
し
て
は
、
長
い
間
皆
様
の
ご

支
援
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
新
任
の
職
員
は
、
こ
れ
か
ら
皆
様
に
お
世

話
に
な
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

退 

職 

（
本 

部
）
事
務
局
長 

髙 

瀬 

裕 

男 

 
 

〃 
 

主 
 

査 

臼 

井 

由
美
子 

 
 

〃 
 

主 
 

事 

加 

藤  

直 

也 

新 

任 

（
本 

部
）
事
務
局
長 

石 

黒 

直 

樹 

 
 

〃 
 

書 
 

記 

亀 

山 

友 

理 

 
 

〃 
 

書 
 

記 

横 

井 

潤 

一 

 

油田遺跡（右から案内板、石碑、塚） 

左から 横井・石黒局長・亀山 



 

                                                                  

（４）シルバーいちのみや 令和 4年（2022年）5月 5日 第 325号 

 

脳トレコーナー （数独） 回答 

１＋３＋４＝ ８ 

答 １＋３＋４＝ ８ 

 
 

会 

員 

の 

文 

芸 

 
 
 
 
 
 
 
 

川 

柳 
  
 
 
 
 
 
 

（
木
曽
川
）
桐 

田 

恵 

行 

空
曇
り 

こ
こ
ろ
も
曇
る 

花
見
か
な 

オ
デ
ッ
サ
は 

プ
ー
チ
ン
で
な
く 

ポ
チ
ョ
ム
キ
ン 

  
 
 
 
 
 
 

（
大 

和
）
越 

野 

高 

光 

最
近
は
家
も
身
体
も
ガ
タ 

ギ
シ 
ピ
シ 

い
つ
か
し
た
い 

い
つ
か
も
既
に
高
齢
者 

  

短 

歌 

  
 
 
 
 
 
 

（
大 

和
）
伊 

藤 

勝 

義 

幼
児
ら
は
数
珠
繋
ぎ
に
て
帰
り
行
く 

 
 
 
 
 

掃
除
夫
吾
に
手
を
振
り
な
が
ら 

雪
解
け
の
雨
だ
れ
の
音
騒
が
し
く 

庭
流
れ
つ
つ
春
の
小
川
へ 

 

 

◎
薄
暑
（
は
く
し
ょ
） 

 

初
夏
の
こ
ろ
、や
や
汗
ば
む
ほ
ど
の
暑
さ
を
い
う
。 

大
正
年
間
に
定
着
し
た
季
語
。
夏
の
始
め
の
感
覚

的
な
季
語
で
あ
る
。 

   

新
入
会
員
の
紹
介 

（
４
月
１
日
～
４
月
20
日
） 

(

神
山)

大
林
フ
ミ
エ(

葉
栗
）西
沢
道
子
・
石
黒
啓
子
・

堀
い
く
こ
・
関 

輝
子(

西
成
）
北
澤
一
郎(

丹
陽
） 

 

川
田
正
夫(

北
方
）
永
田
章
子
（
大
和
）
玉
田
富
士
男
・

栗
本
宜
信
・
伊
藤
隆
光(

今
伊
勢
）
松
原 

勉(

萩
原
）

遠
藤
幸
代
（
千
秋
）
松
岡
志
信
（
朝
日
）
森 

茂
朋
・

服
部
和
子
・
中
島
明
彦
・
恒
川
節
子
・
山
中
津
與
志
・

増
田
克
典
・
坂
本
み
ど
り
（
小
信
）
筧
ゑ
ち
子
（
三

条
）
大
石
節
子(

開
明
）
森
平 

進(

大
徳
）
木
下 

博

(

木
曽
川
）
高
間
久
男
・
高
間
康
子
・
丹
下
忠
晴 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

28
名  

 

退
会
者
の
紹
介
（
３
月
21
日
～
４
月
20
日
受
付
分
） 

(

貴
船)

梶
浦
ヒ
ロ
子
・
渡
部
澄
枝(

神
山
）梶
原
良
子
・

渡
部
吉
造
・
旦
木
澄
子
・
青
木 

満
・
後
藤
智
惠
子
（
大

志
）
中
村
敏
春
（
向
山
）
河
合
慎
治
（
葉
栗
）
石
黒

れ
い
子
・
寺
嶋 

功
・
桐
山
み
の
り
・
中
冨
定
徳
・
菊

池
春
代
・
川
野
捷
成
・
小
川
完
治
・
脇
田
和
則
・
船

戸
恵
美
子
・
二
村
正
躬
（
西
成
）
中
岡 

亨
・
熊
澤
み

や
子
・
椿
原
茂
雄(

丹
陽
）
石
﨑
弘
行
・
木
下
弘
幸(

浅

井
）
小
島
信
子
・
小
林
み
つ
・
渡
辺
光
夫(

北
方
）
脇

田
政
佶
（
大
和
）
古
澤 

宏
・
岩
花
忠
義
・
日
置
ケ
イ

子
・
平
松
賢
治(

今
伊
勢
）
山
田
憲
明
・
森 

敬
（
萩

原
）
伊
藤
耀
夫
・
加
納
千
恵
子
・
奥
野
時
春(

千
秋
）

堀
尾
晃
正
・
川
上 

晃(

朝
日
）
安
藤
昌
明
・
落
合
史

朗
（
開
明
）
瀬
崎
弘
子
・
安
藤
義
文
・
豊
田
康
夫
（
三

条
）
小
林 

治
・
山
口
ふ
か
み
・
矢
野
敏
夫(

大
徳
）

木
全
照
男
（
小
信
）
森 

茂
・
髙
瀬
悦
美
・
太
田
ミ
チ

子
（
木
曽
川
）
川
井 

宏
・
森
崎
テ
イ
子
・
倉
田 

藏
・

森
下
光
子
・
佐
藤
久
枝
・
松
崎
順
二
・
竹
越
克
巳
・

角
屋
京
子   

 
 
 
 
 
          

59
名 

 

掲 

示 

板 

☆
本
部
か
ら
の
お
知
ら
せ 

◎
配
分
金
の
支
払
日
（
請
負
） 

 
 

『
４
月
就
業
分
』
５
月
20
日
㈮ 

 

◎
賃
金
の
支
払
日
（
派
遣
） 

 
 

『
４
月
就
業
分
』
５
月
25
日
㈬ 

◎
就
業
相
談
日 

 
 

期
日
：
５
月
26
日
㈭ 

 
 

時
間
：
午
前
９
時
30
分
～
正
午 

 
 
 
 
 

午
後
１
時
～
３
時
30
分 

 
 

場
所
：
本
部
、
尾
西
・
木
曽
川
各
支
部 

 
 
 
 

   

□1  ４ ２ ９ ６ ５ ３ ８ ７ 

３ ６ ８ ２ ４ ７ ５ ９ １ 

９ ７ ５ ３ ８ １ ２ ６ ４ 

６ １ ３ ８ ９ ４ ７ ５ ２ 

７ ８ ９ ５ １ ２ ６ ４ ３ 

２ ５ ４ ６ ７ □3  ８ １ ９ 

５ ２ ６ １ ３ ９ ４ ７ ８ 

４ ３ １ ７ ５ ８ ９ ２ ６ 

８ ９ ７ □4  ２ ６ １ ３ ５ 


